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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｙ
Ｕ
Ｉ
が
悪
と
闘
っ
た
ら
１
２

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
４
０
６
Ｔ

【
作
者
名
】

　
ｐ
ｏ
ｋ
ｅ
ｍ
ｏ
ｍ
ｔ
ｙ
ａ
ｎ

【
あ
ら
す
じ
】

　
ク
ラ
ー
ケ
ン
の
脅
威
に
Ｙ
Ｕ
Ｉ
達
が
立
ち
向
か
う
。
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も
し
も
Ｙ
Ｕ
Ｉ
が
闘
っ
た
ら
（
前
書
き
）

感
想
を
書
い
て
ね
。
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も
し
も
Ｙ
Ｕ
Ｉ
が
闘
っ
た
ら

Ｙ
Ｕ
Ｉ
の
乗
っ
て
い
た
船
が
ク
ラ
ー
ケ
ン
の
出
現
に
よ
り
破
壊
さ
れ
、
Ｙ
Ｕ
Ｉ

は
海
に
放
り
出
さ
れ
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
ハ
ア
ハ
ア
。
あ
れ
が
、
ク
ラ
ー
ケ
ン
？
海

の
怪
物
・
・
乗
っ
て
い
た
皆
が
、
ク
ソ
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
泳
ぎ
な
が
ら
、
水
を
叩

い
た
。
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
は
全
滅
に
追
い
込
ま
れ
、
Ｙ
Ｕ
Ｉ
達
が
乗
っ
て
い
た
、

船
に
ク
ラ
ー
ケ
ン
の
触
手
が
伸
び
よ
う
と
し
た
。
ケ
イ
ト
（
い
や
・
も
う
終
わ

り
だ
わ
！
）
堂
本
剛
（
こ
の
デ
カ
さ
で
は
、
俺
の
能
力
を
使
っ
て
も
無
茶
や
で
。

）
葉
加
瀬
太
郎
（
ヒ
～
私
は
食
べ
て
も
美
味
し
く
な
い
で
す
よ
！
あ
っ
！
で
も
、

私
は
太
っ
て
ま
す
し
、
脂
肪
も
柔
か
い
の
で
他
の
痩
せ
て
い
る
皆
さ
ん
よ
り
も

美
味
し
そ
う
で
す
ね
。
何
だ
か
そ
ん
な
事
を
考
え
て
い
る
と
、
お
腹
が
空
い
て

き
ま
し
た
。
ヨ
ホ
ホ
ホ
ホ
ホ
。
）
一
同
（
状
況
を
読
め
怒
！
）
そ
の
時
、
ケ
イ

ト
の
足
に
触
手
が
絡
み
、
ク
ラ
ー
ケ
ン
は
海
に
引
き
ず
り
こ
も
う
と
し
た
。
ケ

イ
ト
（
ぎ
ゃ
～
叫
！
）
堂
本
（
ケ
イ
ト
屋
！
喰
ら
え
、
ク
ラ
ー
ケ
ン
！
シ
ー
ク

レ
ッ
ト
コ
ー
ド
斬
り
！
）
堂
本
は
刀
を
抜
き
、
ケ
イ
ト
を
掴
ん
だ
、
ク
ラ
ー
ケ

ン
の
足
を
微
塵
切
り
に
し
た
。
ケ
イ
ト
（
剛
怖
か
っ
た
泣
）
堂
本
（
大
丈
夫
か

？
ケ
イ
ト
屋
）
葉
加
瀬
（
ヨ
ホ
ホ
ホ
ホ
。
私
も
向
か
っ
て
く
る
、
触
手
に
バ
イ

オ
リ
ン
の
仕
込
み
刀
で
交
戦
し
て
ま
す
が
、
全
体
が
見
え
れ
ば
私
の
必
殺
技
を

食
ら
わ
せ
れ
る
の
に
。
）
堂
本
（
葉
加
瀬
屋
！
と
り
あ
え
ず
、
向
か
っ
て
く
る

触
手
を
斬
り
ま
く
れ
！
相
手
も
そ
の
う
ち
、
嫌
が
る
や
ろ
！
）
葉
加
瀬
（
ヨ
ホ

ホ
ホ
ホ
ホ
。
斬
り
落
と
し
て
い
く
タ
コ
さ
ん
の
足
を
見
て
い
る
と
、
ま
た
も
、

お
腹
が
空
い
て
き
ま
す
ね
。
や
は
り
タ
コ
さ
ん
は
、
タ
コ
の
か
ら
揚
げ
、
タ
コ

焼
き
、
タ
コ
の
寿
司
、
お
刺
身
、
タ
コ
の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
、
更
に
醤
油
と
一
緒

に
煮
込
ん
だ
ら
、
大
層
美
味
し
そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
あ
～
我
慢
が
出
来
な
い
！

頂
き
ま
す
。
ヨ
ホ
ホ
ホ
ホ
ホ
。
）
葉
加
瀬
は
斬
り
落
と
し
た
ク
ラ
ー
ケ
ン
の
足

を
拾
い
、
食
べ
始
め
た
。
堂
本
＆
ケ
イ
ト
（
だ
か
ら
、
状
況
を
読
め
っ
て
言
っ

て
る
ん
だ
叫
！
）
葉
加
瀬
（
ヨ
ホ
ホ
ホ
ホ
ホ
。
お
二
人
と
も
。
あ
ん
ま
り
怒
っ

て
は
、
い
け
ま
せ
ん
ね
。
疲
れ
が
溜
ま
り
ま
せ
ん
か
？
因
み
に
、
タ
コ
に
は
タ

ウ
リ
ン
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
し
て
、
疲
れ
を
取
っ
た
り
し
ま
す
。
も
し
宜
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し
け
れ
ば
、
私
が
Ｍ
ｙ
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
つ
け
て

み
て
食
べ
ま
せ
ん
か
？
）
葉
加
瀬
は
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
差
出
し
た
。
ケ
イ
ト
（
シ

ャ
ラ
ッ
プ
叫
！
）
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
ケ
イ
ト
は
弾
き
、
海
に
落
と
し
た
。
葉
加
瀬

（
お
～
ま
い
ゴ
ッ
ド
！
ケ
イ
ト
さ
ん
！
英
国
王
室
は
食
べ
物
を
粗
末
に
し
て
良

い
の
で
す
か
！
何
て
も
っ
た
い
な
い
事
を
！
福
島
県
や
被
災
地
の
方
々
は
ご
は

ん
も
食
べ
れ
な
い
の
で
す
よ
！
彼
等
に
謝
罪
を
し
な
さ
い
！
）
堂
本
（
葉
加
瀬

屋
！
一
回
、
お
前
は
ク
ラ
ー
ケ
ン
の
餌
に
な
る
か
！
）
葉
加
瀬
（
ヨ
ホ
ホ
ホ
ホ

ホ
。
そ
れ
は
嫌
で
す
！
）
し
か
し
、
ま
た
も
ク
ラ
ー
ケ
ン
が
触
手
を
伸
ば
し
た
。

堂
本
（
あ
か
ん
！
ま
た
、
来
る
で
。
こ
う
な
っ
た
ら
、
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
・
・
・
）
堂

本
は
変
な
模
様
の
実
の
能
力
で
、
円
を
作
り
出
そ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
遠
方

で
睨
み
を
き
か
せ
て
い
た
、
ク
ラ
ー
ケ
ン
を
操
る
セ
イ
フ
と
基
雄
が
泳
ぎ
、
船

に
乗
り
込
ん
で
き
た
。
セ
イ
フ
（
ジ
ャ
ー
ハ
ハ
ハ
ハ
。
僕
の
可
愛
い
ペ
ッ
ト
を

殺
さ
せ
は
し
な
い
ぞ
！
）
基
雄
（
バ
ホ
ホ
ホ
ホ
！
俺
様
も
戦
い
に
加
わ
る
ぞ
！
）

堂
本
（
ま
た
、
厄
介
な
奴
が
・
・
）
ク
ラ
ー
ケ
ン
の
触
手
が
一
同
に
向
か
っ
た
。

ケ
イ
ト
（
し
ま
っ
た
！
）
そ
の
時
、
海
か
ら
Ｙ
Ｕ
Ｉ
が
現
れ
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｕ
斬
り
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
太
い
触
手
を
一
刀
両
断
し
た
。
ケ
イ
ト
（
Ｙ

Ｕ
Ｉ
！
生
き
て
い
た
の
ね
。
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
ハ
ア
ハ
ア
。
泳
い
で
此
処
ま
で
来
た

よ
。
）
葉
加
瀬
（
ヨ
ホ
ホ
ホ
ホ
ホ
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
さ
ん
。
水
に
濡
れ
て
下
着
が
ま
る

見
え
で
す
ね
。
ぶ
し
つ
け
な
が
ら
、
服
を
脱
い
で
パ
ン
ツ
と
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
を
見

せ
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
？
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
見
せ
る
か
怒
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
葉

加
瀬
を
頭
か
ら
叩
い
た
。
神
崎
昴
（
ハ
ア
ハ
ア
。
僕
も
海
に
放
り
出
さ
れ
て
、

泳
い
で
き
ま
し
た
。
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
神
崎
さ
ん
大
丈
夫
で
す
か
？
）
神
崎
（
何
と

か
大
丈
夫
で
す
。
所
で
、
僕
が
帰
っ
て
き
た
ご
褒
美
に
Ｙ
Ｕ
Ｉ
さ
ん
。
ケ
イ
ト

さ
ん
。
下
着
も
脱
い
で
生
ま
れ
た
ま
ま
の
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？
ハ
ハ

ハ
ハ
ハ
ハ
。
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
＆
ケ
イ
ト
（
お
前
が
一
番
悪
い
は
！
）
堂
本
（
そ
ん
な

事
よ
り
も
神
崎
屋
、
長
芋
は
ど
う
し
た
ん
や
。
）
神
崎
（
残
念
な
が
ら
、
あ
の

ア
ホ
は
み
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
ど
、
ま
あ
生
き
て
る
で
し
ょ
。
探
さ
な

く
て
も
良
い
で
す
よ
ね
？
）
一
同
（
そ
う
だ
な
。
）
セ
イ
フ
（
お
前
等
・
・
正

義
側
の
人
間
な
の
に
結
構
酷
い
よ
ね
・
・
）
基
雄
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
お
前
等
・
・
誰
に

う
ん
・
・

言
わ
れ
た
ん
だ
！
私
達
の
行
動
を
知
っ
て
い
た
そ
う
だ
な
怒
！
）
セ
イ
フ
（
う



5

～
ん
。
可
愛
い
Ｙ
Ｕ
Ｉ
ち
ゅ
わ
～
ん
。
そ
れ
は
言
え
に
ゃ
い
に
ゃ
～
す
♪
僕
ち

ゃ
ん
の
側
室
に
な
っ
て
く
れ
る
ん
な
ら
言
っ
て
あ
げ
る
よ
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
タ
コ

ハ
ゲ
の
愛
人
に
は
な
ら
ん
！
斬
る
！
）
セ
イ
フ
（
う
～
ん
。
気
が
強
い
に
ゃ
～

♪
だ
っ
た
ら
、
力
づ
く
で
押
し
倒
す
に
ゃ
～
。
）
基
雄
（
バ
ホ
ホ
ホ
ホ
ホ
ホ
！

セ
イ
フ
さ
ん
。
お
前
さ
ん
の
や
り
方
は
、
愛
が
見
え
る
な
・
・
だ
が
、
俺
が
Ｙ

Ｕ
Ｉ
を
仕
留
め
る
ぜ
！
）
セ
イ
フ
（
半
殺
し
に
し
た
ら
、
僕
に
差
出
せ
笑
・
）

基
雄
は
高
く
飛
び
上
が
り
、
両
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ボ
ウ
ガ
ン
を
取
り
出
し
た
。
基

雄
（
喰
ら
え
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
！
中
国
漁
船
矢
じ
り
飛
ば
し
ア
タ
ッ
ク
発
射
！
）
中
国

漁
船
が
、
日
本
船
に
当
た
っ
た
ぐ
ら
い
の
勢
い
の
矢
じ
り
が
ボ
ウ
ガ
ン
か
ら
飛

ば
さ
れ
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
う
わ
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
可
笑
し
な
ボ
ウ
ガ
ン
だ
な
？
普
通

の
矢
じ
り
で
は
無
い
な
？
）
基
雄
（
こ
の
矢
じ
り
の
破
壊
力
見
せ
て
や
る
！
）

基
雄
は
ボ
ウ
ガ
ン
を
発
射
さ
せ
て
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
兵
士
の
残
党
の
肩
を
貫

い
た
。
兵
士
（
ぐ
わ
あ
。
肉
だ
け
で
な
く
骨
に
ま
で
響
く
・
・
し
か
も
抜
け
ん

！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
何
で
だ
？
）
基
雄
（
バ
ホ
ホ
ホ
ホ
。
俺
の
ボ
ウ
ガ
ン
の
矢
じ
り

は
、
漁
業
矢
じ
り
と
言
っ
て
、
漁
業
用
の
魚
を
刺
す
時
に
絶
対
に
抜
け
な
い
矢

じ
り
を
使
っ
て
い
る
。
更
に
見
よ
！
）
矢
じ
り
が
肩
に
矢
じ
り
が
刺
さ
っ
た
ま

ま
の
兵
士
を
連
れ
て
戻
っ
て
き
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
な
・
何
？
）
基
雄
（
此
れ
に
は
、

漁
業
用
の
見
え
な
い
頑
丈
な
釣
り
糸
を
一
緒
に
つ
け
て
い
る
・
・
）
基
雄
は
兵

士
の
胸
座
を
掴
み
、
も
う
片
方
の
矢
じ
り
を
喉
仏
に
さ
し
て
殺
し
た
。
兵
士
基

が
・
・

雄
（
バ
ホ
ホ
ホ
ホ
。
こ
の
武
器
に
か
な
う
ま
い
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
隙
あ
り
！
Ｒ
ａ

ｉ
ｎ
斬
り
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
の
刀
を
ボ
ウ
ガ
ン
で
基
雄
は
受
け
止
め
た
。
基
雄
（
ハ

ア
ハ
ア
。
刀
技
が
中
々
だ
な
。
で
は
見
よ
！
俺
の
変
な
模
様
の
実
の
能
力
！
）

Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
危
険
を
感
じ
、
バ
ッ
ク
転
で
後
ろ
に
下
が
っ
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
何
の
能

力
だ
？
某
漫
画
の
、
バ
ン
ダ
ー
デ
ッ
ケ
ン
の
マ
ト
マ
ト
の
実
か
？
）
基
雄
（
違

う
・
・
そ
の
能
力
は
お
前
が
か
つ
て
闘
っ
た
、
民
主
党
経
済
産
業
大
臣
の
海
江

田
万
里
の
能
力
だ
ろ
・
・
俺
は
ロ
ギ
ア
だ
！
）
基
雄
の
体
が
解
け
始
め
て
そ
こ

ら
辺
に
広
が
っ
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
こ
の
能
力
は
何
だ
！
）
ケ
イ
ト
（
嫌
だ
！
私
の

体
に
絡
み
つ
い
た
は
！
）
基
雄
（
バ
ホ
ホ
ホ
ホ
。
そ
り
ゃ
あ
～
プ
リ
ン
セ
ス
。

大
人
し
く
捕
ま
り
や
が
れ
～
。
）
ケ
イ
ト
（
嫌
だ
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
ケ
イ
ト
！
）

基
雄
（
バ
ホ
ホ
ホ
ホ
ホ
。
俺
は
沼
の
能
力
を
持
っ
て
い
る
沼
人
間
だ
。
底
な
し
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沼
の
如
く
、
も
が
け
ば
も
が
く
ほ
ど
、
動
け
な
く
な
る
よ
～
お
馬
鹿
さ
ん
！
）

セ
イ
フ
（
う
わ
～
凄
い
な
！
ケ
イ
ト
を
拉
致
し
て
よ
！
基
雄
！
）
基
雄
（
バ
ホ

ホ
ホ
ホ
。
だ
っ
た
ら
、
俺
の
体
に
呑
み
込
む
か
い
！
）
ケ
イ
ト
（
助
け
て
！
）

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
一
刀
流
奥
義
・
・
）
基
雄
（
？
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
Ｒ
Ｏ
ｌ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
回
転

斬
り
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
風
力
を
起
こ
し
て
、
基
雄
の
肩
を
斬
っ
た
。
基
雄
（
痛
え
・

・
覇
気
で
俺
を
斬
っ
た
か
・
・
）
ケ
イ
ト
（
Ｙ
Ｕ
Ｉ
・
・
怖
か
っ
た
。
）
Ｙ
Ｕ

Ｉ
（
堂
本
さ
ん
！
ケ
イ
ト
を
守
っ
て
。
）
堂
本
（
分
か
っ
た
！
）
セ
イ
フ
（
ジ

ャ
ー
ハ
ハ
ハ
ハ
。
僕
が
相
手
だ
！
）
堂
本
（
相
手
に
な
っ
た
ら
！
）
そ
の
光
景

を
見
て
い
た
神
崎
昴
は
思
っ
た
。
ま
ず
い
・
・
セ
イ
フ
と
基
雄
の
ア
ホ
ど
も
が

調
子
に
乗
り
始
め
て
い
る
。
今
回
の
任
務
は
イ
ギ
リ
ス
海
軍
を
殲
滅
し
て
、
Ｙ

Ｕ
Ｉ
達
を
殺
す
算
段
を
取
っ
て
い
た
の
に
、
コ
イ
ツ
等
で
は
Ｙ
Ｕ
Ｉ
や
堂
本
に

斬
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
・
・
神
崎
は
頭
を
回
転
さ
せ
、
瞬
時
に
あ
る

事
を
思
い
つ
い
た
。
神
崎
昴
（
僕
の
変
な
模
様
の
実
の
能
力
で
セ
イ
フ
と
基
雄

は
助
け
て
退
か
せ
、
海
賊
船
以
外
の
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
船
を
沈
め
て
し
ま
え
ば

良
い
よ
な
・
・
能
力
的
に
は
ク
ラ
ー
ケ
ン
も
退
く
で
あ
ろ
う
・
・
フ
フ
フ
。
）

神
崎
は
声
を
発
し
た
。
神
崎
（
セ
イ
フ
！
貴
様
等
は
今
す
ぐ
に
退
散
を
し
ろ
！

こ
の
他
に
も
、
海
軍
の
増
援
が
来
る
。
お
前
等
に
勝
ち
目
は
無
い
ぞ
叫
！
）
セ

イ
フ
（
そ
れ
は
本
当
な
の
か
！
）
神
崎
（
本
当
だ
！
既
に
１
時
間
前
に
連
絡
が

入
っ
た
。
諦
め
ろ
！
）
セ
イ
フ
と
基
雄
は
首
を
か
し
げ
た
が
や
は
り
、
彼
等
は

単
細
胞
だ
っ
た
。
セ
イ
フ
（
ジ
ャ
ー
ハ
ハ
ハ
。
者
ど
も
退
け
！
）
基
雄
（
良
い

の
か
？
）
セ
イ
フ
（
何
と
無
く
、
僕
に
は
嫌
な
予
感
が
す
る
ぜ
。
）
二
人
は
海

賊
船
に
戻
っ
た
。
葉
加
瀬
（
あ
い
つ
等
が
退
い
て
い
き
ま
す
ね
。
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（

何
か
の
作
戦
か
？
）
ケ
イ
ト
（
神
崎
・
・
今
の
は
嘘
よ
ね
？
）
神
崎
（
無
駄
な

争
い
を
避
け
て
、
一
度
退
い
て
コ
ル
シ
カ
島
に
戻
っ
て
、
新
た
に
軍
の
再
編
を

し
ま
し
ょ
う
。
）
堂
本
（
機
転
を
利
か
せ
た
な
。
）
葉
加
瀬
（
私
は
安
心
し
て

お
腹
が
空
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
！
ク
ラ
ー
ケ
ン
の
足
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。
）
Ｙ

Ｕ
Ｉ
（
食
え
る
か
。
）
神
崎
は
後
ろ
を
向
い
て
笑
っ
た
。
神
崎
（
今
だ
・
・
僕

の
能
力
を
発
動
さ
せ
る
。
ま
だ
、
使
い
こ
な
せ
て
い
な
い
が
、
場
合
に
よ
っ
て

は
Ｅ
の
組
織
の
ボ
ス
を
倒
せ
る
能
力
だ
・
・
だ
が
、
コ
イ
ツ
等
に
は
ま
だ
使
わ

ぬ
野
望
の
為
に
！
）
神
崎
は
瞼
を
閉
じ
て
、
空
を
見
て
力
強
く
見
開
い
た
。
父
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親
が
日
本
人
、
母
親
が
ア
メ
リ
カ
人
の
混
血
の
少
年
の
青
い
目
か
ら
は
、
血
柱

が
立
っ
て
い
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
空
が
何
で
？
）
堂
本
（
さ
っ
き
ま
で
の
曇
り
が
ま

た
広
が
っ
て
い
る
。
）
雨
が
降
り
始
め
、
風
が
吹
き
、
雷
が
鳴
り
嵐
に
な
っ
た
。

ケ
イ
ト
’
地
中
海
で
あ
り
え
な
い
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
し
っ
か
り
つ
か
ま
れ
！
）
葉

加
瀬
（
ヨ
ホ
ホ
ホ
ホ
ホ
。
私
は
太
っ
て
い
る
の
で
、
背
広
か
ら
蒸
れ
ま
す
。
）

一
同
（
う
る
せ
い
！
）
神
崎
（
ま
ず
い
で
す
よ
。
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
あ
沈
没
し
ま

す
よ
。
）
し
か
し
、
神
崎
は
目
が
笑
っ
て
い
た
。
俺
の
能
力
は
ま
た
上
が
っ
た

と
・
・
続
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も
し
も
Ｙ
Ｕ
Ｉ
が
闘
っ
た
ら
（
後
書
き
）

感
想
を
書
い
て
ね
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

YUIが悪と闘ったら１２
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